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蜂　　（写真研究会集団新白石）

竈属憲章
住みよい白石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

　自然を愛し　住みよい白石を　つくります。

　文化を高め　美しい心を　そだてます。

　健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

　仕事にはげみ　豊かな郷土を　つく1）ます。

　きまりを守り　明るい社会を　きずきます。
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整
備
計
画
策
定
案
決
ま
る

　
県
の
「
新
長
期
総
合
計
画
し
の
一
環
ζ
し
て
五

十
五
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
“
史
跡
の
ま
ち
づ

く
り
々
モ
デ
ル
地
区
に
臼
石
市
が
指
定
挙
れ
、
こ

の
ほ
ご
そ
の
整
備
計
画
案
が
議
と
黛
り
蓼
し
た
．

　
そ
こ
で
、
今
月
号
で
は
、
史
．
跡
の
童
ち
“
白
石
ケ

を
鏑
指
す
二
の
整
備
計
画
案
を
お
知
跳
・
せ
し
蕊
す
「

　
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
白
石
に

は
、
片
倉
家
の
居
城
で
あ
っ
た
益
岡

城
跡
を
は
じ
め
、
旧
七
ヶ
宿
街
道
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
上
戸
沢
、
下

戸
沢
の
両
集
落
、
武
家
屋
敷
、
ま
た

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
で
、
い

る
材
木
岩
や
そ
あ
周
辺
の
植
物
群
、

そ
し
て
県
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る

白
石
和
紙
す
き
技
術
と
、
学
術
上
重

要
な
文
化
財
、
史
跡
が
数
多
く
存
在

し
で
、
お
り
ま
す
。

　
昨
年
県
で
は
、
こ
の
よ
う
に
文
化

2

財
や
史
跡
に
恵
ま
れ
た
当
市
と
岩
出

山
町
の
二
ヵ
所
を
”
史
跡
の
ま
ち
づ

く
り
”
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指
定

し
ま
し
た
、
．

　
こ
の
事
業
は
、
県
の
新
長
期
総
合

計
画
1
ふ
る
さ
と
の
歴
史
民
俗
保

存
整
備
計
画
り
の
一
環
と
し
て
、

五
十
五
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
各
市
町

村
に
点
在
す
る
文
化
財
を
整
備
し
、

有
機
的
に
結
び
つ
け
、
県
民
が
親
し

み
、
活
用
で
き
る
よ
う
・
史
跡
の
ま

ち
づ
く
り
”
を
進
め
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
．

　
文
化
財
は
、
そ
の
ま
ち
の
文
化
や

歴
史
を
理
解
す
る
う
え
で
不
可
欠
の

も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
　
”
史
跡
の
ま
ち
づ
く
り
”

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ

を
推
進
し
て
ゆ
く
た
め
「
史
跡
の
ま

ち
づ
く
り
整
備
計
画
策
定
委
員
会
」

を
設
置
し
、
史
跡
、
観
光
の
両
面
よ

り
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
・
て
の
整
備
計
画
案
が
固
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
五
十
五
年
度

か
ら
三
ヵ
年
の
間
に
、
市
内
に
点
在

す
る
史
跡
や
文
化
財
を
古
寺
、
維
新

史
跡
、
渓
谷
散
策
ル
ー
ト
、
ま
た
巨

木
、
信
仰
ル
ー
ト
な
ど
と
ユ
ニ
ー
ク

に
、
系
統
的
に
十
七
の
兇
学
ル
ー
ト

に
分
け
、
こ
れ
ら
ル
ー
ト
を
訪
れ
る

入
が
楽
し
く
分
り
や
す
く
見
て
回
れ

る
よ
う
案
内
板
や
説
明
板
、
ル
ー
ト

マ
ッ
プ
な
ど
の
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
文
化
財
や
史
跡
の
保
存
、
活

用
を
は
か
り
”
史
跡
の
ま
ち
白
石
げ

を
目
指
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。　

次
に
、
こ
の
計
画
案
の
各
ル
ー
ト

と
そ
の
慨
要
を
説
明
し
ま
す
。

史
跡
の
ま
ち
整
備
訓
画
案

▽
白
石
市
内
の
史
跡
と

　
　
　
　
　
　
文
化
財
ル
ー
ト

文
学
碑
、
記
念
碑
、
文
化
財
の
三

　
コ
ー
ス
を
合
わ
せ
た
白
石
城
跡
ル

ー
ト
を
中
心
に
史
跡
と
石
造
物
ル

ー
ト
、
占
寺
ル
ー
ト
の
三
つ
に
分

け
、
説
明
板
、
標
柱
の
設
置
や
大

手
門
土
台
石
の
復
元
、
石
柱
の
移

転
な
ど
の
整
備
を
は
か
る
．

▽
維
新
史
跡
と
石
造
物
ル
ー
ト

　
幕
末
に
東
北
地
方
で
、
活
躍
し
た
世
良

　
修
蔵
の
墓
、
昭
忠
碑
、
陣
場
跡
を

　
結
ぶ
コ
ー
ス
千
、
、
百
碑
の
修
陵
、

　
駐
卓
場
の
完
備
を
は
か
る
，

▽
伝
説
と
遣
跡
ル
ー
ト

　
市
内
に
残
さ
れ
た
数
々
の
伝
説
跡

　
と
学
術
上
貴
重
な
直
跡
を
結
ぶ
コ

　
ー
ス
で
、
説
明
板
の
設
置
や
コ
ー
ス

　
を
つ
な
ぐ
道
路
、
僑
の
整
備
を
は

　
か
る
。

▽
片
倉
家
廟
所
ル
ー
ト

蔵
乍
の
愛
宕
山
に
あ
る
片
會
家
代

々
の
廟
を
中
心
に
ま
と
め
た
コ
ー

フ
、
で
、
御
廟
の
散
策
直
な
ど
の
整

備
を
は
か
る
、

▽
漢
谷
散
策
ル
ー
ト

　
四
李
の
渓
俗
美
を
楽
し
ま
廿
一
で
．
く

れ
る
小
原
の
碧
玉
渓
、
蝦
夷
含
の

　
モ
ミ
林
な
ぞ
、
の
コ
ー
フ
、
’
戸
」
遊
歩
道

　
の
整
備
な
ど
を
は
か
る
、

▽
天
然
記
念
物
と
霊
場
ル
ー
ト

　
市
内
に
数
多
く
あ
る
国
指
定
の
天

　
然
記
念
物
と
霊
場
を
結
ぶ
コ
ー
ス

　
で
、
ブ
ロ
．
ク
ル
ー
ト
案
内
阪
の

　
設
置
な
ど
を
は
か
る
。

▽
材
木
岩
と
古
街
道
ル
i
卜

材
木
岩
を
中
心
に
周
辺
の
植
物
わ
、

風
穴
を
結
ぶ
コ
ー
フ
、
で
、
、
ル
ー
ト

標
示
板
の
設
置
な
ど
を
は
か
る
。

▽
上
戸
沢
宿
ル
ー
ト

　
旧
ヒ
ヶ
宿
街
道
ハ
往
時
を
今
も
よ

　
く
残
す
ヒ
戸
沢
宿
か
ら
万
蔵
陥
荷

ま
で
を
結
ぷ
コ
ー
ワ
、
で
、
、
番
所
跡

　
の
木
概
や
偉
へ
の
遺
品
展
示
な
ど

を
は
か
る
。

▽
史
跡
、
歌
枕
、
伝
説
ル
ー
ト

　
下
紐
の
石
、
越
河
番
所
跡
か
ら
厚

　
樫
山
合
戦
場
跡
を
結
ぶ
越
河
地
区

に
残
る
史
跡
、

た
コ
ー
マ
、
で
、

を
は
か
る
。

文
代
財
を
ま
と
め

標
柱
な
ど
の
整
備

▽
奥
州
街
道
と
斎
川
宿
ル
ー
ト

斎
川
の
検
断
屋
敷
、
甲
冑
堂
な
ど

斎
川
地
区
に
残
る
史
跡
、
文
化
財

を
ま
と
め
た
コ
ー
ス
で
、
ブ
ロ
ヴ

ヶ
ル
ー
ト
案
内
板
な
ど
の
整
備
を

は
か
る
．
．

▽
大
平
霊
場
と
史
跡
ル
ー
ト

大
平
館
跡
、
逆
ケ
ヤ
キ
な
ど
大
平

地
区
に
残
る
史
跡
、
文
化
財
を
ま

と
め
た
コ
ー
ワ
、
で
、
標
柱
な
ど
の

整
備
を
は
か
る
。

▽
史
跡
と
公
園
ル
ー
ト

郡
山
蹟
穴
古
墳
群
、
郡
山
城
跡
と

市
民
の
憩
の
場
で
、
あ
る
大
萩
山
公

園
を
結
ぶ
コ
ー
ス
で
、
ブ
ロ
ッ
ク

見
ー
ト
案
内
阪
な
レ
あ
整
備
を
は

か
る
．

▽
白
川
の
文
化
財
ル
ー
ト

国
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
菊

面
．
石
を
中
心
と
し
東
北
古
窯
跡
な

ど
白
川
地
区
に
残
さ
れ
で
、
い
る
史

跡
、
之
化
財
を
ま
と
め
た
コ
ー
マ
、

　
で
、
案
内
板
、
駐
卓
場
確
保
な
ど

　
の
整
備
を
は
か
る
．

▽
孝
子
堂
と
周
辺
の
史
跡
ル
ー
ト

歌
舞
伎
で
名
高
い
孝
女
姉
妹
と
そ

の
父
の
霊
を
祀
る
孝
子
堂
、
弁
天

沼
公
園
を
中
心
に
ま
と
め
た
コ
ー

ス
で
、
標
柱
な
ど
の
整
備
を
は
か

る
。

▽
こ
け
し
の
里
と
高
原
史
跡
ル
ー
ト

こ
け
し
の
里
で
あ
る
弥
治
郎
地
区

と
不
忘
に
つ
な
が
る
川
原
子
ダ
ム

な
ど
を
ま
と
め
た
コ
ー
ス
で
、
説

明
板
、
案
内
板
な
ど
の
整
備
を
は

か
る
。

▽
史
跡
と
埋
蔵
文
化
財
ル
ー
ト

福
岡
の
八
宮
・
深
谷
地
区
で
、
数

多
く
発
堀
さ
れ
た
遺
跡
と
そ
の
周

辺
の
仕
寺
を
結
ぶ
コ
ー
ス
で
、
標

柱
な
ど
の
整
備
を
は
か
る
。

▽
巨
木
と
信
仰
の
道
ル
ー
ト

市
内
の
社
寺
な
ど
に
あ
る
巨
木
と

そ
れ
に
係
わ
る
信
仰
を
結
ん
だ
コ

ー
ス
f
、
、
案
内
板
、
標
柱
な
ど
の

整
備
を
は
か
る
。

以
上
の
よ
、
つ
な
計
画
の
も
と
に
進
め

ら
れ
る
予
定
で
す
．
．

　
こ
の
事
業
は
観
光
を
主
体
と
し
た

も
の
で
は
な
く
、
ま
ず
市
民
が
こ
れ

ら
の
見
ー
ト
を
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

よ
り
多
く
の
史
跡
、
文
化
財
に
親
し

み
、
理
解
し
で
、
も
ら
お
う
と
す
る
も

の
で
す
。
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　　　　　　ゆひウ タをサかもサぐウぐウゆ

娩矯レllみんなで参’

事　　　業　　　名

体力づくり指導者講習会

親子体力づくり旬間
社

　オリエンテーリング大会

　健康まつひ）球技大会

　白石農業祭
　トリムマラソン市民

　ジョギング大会

家庭バレーボール教室

　少年スキー教室

教

育

　幼児学級の開設
　（斉川・大鷹沢・白川・八宮）

　幼児教育研修会

　3歳児の教育学習
　（つくし学級1

　家庭教育相談事業

　〔テレビ視聴者グループ育成1

　ボランティア学級

乳

幼

児

教

育

　子供会指導者研修会

　ジュニアリーダー養成研修会

　ジュニアリーダー研修会
青少年グループサークル交流会

　F供会キャンプファイヤーのつどい
　自然に親しむ青少年のつどい

青

少

年

教

育

婦人団体リーダー研修会

高齢者のっどい

　P・T・Aの研修会

成
八

教
育

　青少年劇場

県内文化財めぐり

文化財講演会並ぴに民俗芸能発表会

視聴覚教育

　11）フ．ラィド技休∫才菓f乍一潅習会

　12）り・H・P　　”

　働呂　ミ　Il　〃
　（4，アナウス研修　〃

　ゆ1G　ミ　リ　〃

本

術

文

化

外

体力づく1）の指導者を養成し地域において

ダーと・して活動できるようにする。

体力づく1）指導者等を中心として全市的

を展開する。

野外活動を通し、心身の健全な発達のた

ングの普興、振興を図る，

地域において日常化を目標としているス

ル、ビニルボーノのを地区対抗戦形式で行

農業従事者の健康増進、Ilクリエーショ

トリムマラソンを全市的に発展冬せ、コ

ッの日常化を図る。

手軽にできる家庭バレーボー’レを広く普

ポーッ入口の拡大を図る、

冬期間の代表的種目のスキーを通し、体力つ

　ね　　　　　ら

幼児を保育し適当な環境を与え心身の発

に、保護者に対し養育の学習をあわせ行

幼児教育の充実をはかる、

第1反抗期の3歳児の教育を理論と実際

幼児教育の充実をはかる。

ボランテfアと幼児学級の助言者養成を

成へ指導者の資質の向上をはかる

子供会の直接指導者として中・高校一』ノ）ボラ

リーダーとして資質の向 Lをはかる．

青少年グルー7活動の充実とり一ダーの

野外活動の認識を深めキャンプの意義こ
春秋の自然のなかで健康で楽1．い野外活動を通し

婦人グループ活動のリーダーの養成をはか

心身の健康を保つための知識と心構えを深

P・T・A活動の健全fヒをはカ・る，

芸術鑑賞能力の向上、豊かな情操の細養に

郷七史の理解、保護思想の普岐をはかる、

郷土の文化財の理解、保慶思想の普使を

縄穂覚機械の操作技術資惜取得

力自しま二しょう’

1毒力つ（りのリー

　い

二体力つくリLの

うすリェ．ンテーユII

f一しソ1”ワトホー
う．、

。を目的とする

ミユニTfス牛一

η也せン
ご

　
す

　
カ

ヤ
り
π
山

P・T・へ『周1系爵

た寸

地区代去チーム

　　　一　　般
フ　　　　　　　．中・高建生

　　　初複シュニアリーンー
廷成をはカ・る．

丑解を深ナ1る・　　じリー7一

まかる、

　
ノ
ワ
O

？
P
、
．

琴する，

よかる、

ゐ
　
　
規
　
　
妻

日
L
　
　
る

㌦
　
　
　
選
し

り
　
　
物
　
　
比
口

婦　　氏

P・T・へ

年
般
般

青
一
　
一

股

期　　　日

6月21日

7肥1ロ

　～
711：・ll口

5目1呂日

δ同3円

ll月7日一ll目を1日

Hrll6rl

　7月4日
事前研修71412日
ア円3∩日一8月1日

12月・3月
11目2り日

ε目5・6日
5月11日・11月9日

場　　　所

白石第一歩体育食艮

1］石哨一小雌育館

許地区子供会

Il∫肉特設コーr

自丁1中・自右二小

自百中・r1石二小

　　　／・学　霞

　　　市民会館
　　　1尼　竜　館

　　　公　民　館
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’レる社．会教育『卜雁』尾施、i卜帥17・L

な1勺寄をお知らせします

こ7事手ミ計irlliは、市民か健康

と体力乃∫曽強をはカ・ることやさ

主さまな市民ゐ学習IFη動に役恥！’二

ててもらうこヒを目指しています

ちなたも気軽に参加して、二・ま

せ／1曽か

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
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焦
　
．
　
舞
裁

少年ソフトボール教室
　小学生に一番へ気のあるスポーツが野球、ゾフト

ボールだそうです。年々市内でも早起き野球、・ノフ

トボー’しか盛んになってきております。大鷹沢公民

館では、・1・学4・5・6年生31）名対象に』ノフ1・ボー

ル教室が開かれており毎週土曜放課後新しい校庭で

汗をながしています、

　毎年大鷹沢全地区のトノフトボー1し

大会がありますが、少年たちの目標

は優勝したお父さんチームと試含を

して、みたいと杖庭いっばいボールを

追っています．

襲、議、駄、1噸鱗襲臓

特別養護老人ホーム開園

小原保育園開園
　昨年1U月から進められていた弓・原

保育園工事がこのほど完成し、4月

から開園しました、，

　旧小原出張所跡地と取得した隣接

民有ナ也に建設、聾失筋コンクリート造

　市内福岡八宮字川原・清流子捨川の側に特別養護

老尺ホーム「八宮荘」が社会福祉法尺不忘会1代表

井元広氏）によって開園されました

　二の老入ホームは、身体上また精神上にいちしる

平家建（延面積485．48平方ズートノの6（汰収容の規

模で、内部は保育室三つのほかに、事務室、遊戯室、

幼児室と調理室を配備し、屋外には園児か楽しく遊

べるブランコなどの遊具が備えてあります、

　争年は、1歳児から5歳児までの計43入でスター

トしました、

しいノ尺陥かあるために常に年，スを必

要としている7）に家庭の事情でその

養護を受けることカ～困難な65歳以L

4）おとしよ1）を引き受け、手厚い介

。隻のもとに、おとしよりの八達か安

心して生活かできるという施設てす、

禦．雛，　壌灘鱒雛

　　　　　　　　　　　　　戴落

一休み運動

　これは白石市、

主催したもので、高速道路を走ってきたトラfバーに

“アズ玉とチラジをくばり、疲れをいやして安全運

転につとめてもらおうとするのがねらい、

　アメ玉をもらったドラfバーは、、思わぬサーヒス

に大喜ひ　用意した三百へ分のアズ玉もまたたくま

になくなる大盛況．

職
，
雑
雛

　春の交通安全運動の一つとして、

先日、白石インクーチェンジ出口の

ところで、「一休み運動」か開かれ、

道路を通るドライバーに安全運転を

呼びかけました。

　交通安全協会、交通安全母の会か

　冴郷照・
　　　ぼ

灘　　　　難’襲　　3－

難　繍講箋　藤
饗
．

7

自
選
　
　
沖
　
藍
門
区
賊
　
　
灘
欝

殊
得
∴
謹
轟
皿
　
灘
翻
欝

¶
　
…
轍
擁
．
』
．
～
、
覇
　
鐸
㌘

　
　
　
　
　
　
ワ
ァ
～
イ
出
来
た
ゾ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
く
ら
の
新
校
舎

　
　
薫
△
一
螺
皿
囎
撒
羅
　
覇
　
　

饗
』
／
癒
難
．
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灘
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、
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域
　
び
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勉
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協
磐
い
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．
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帳
極
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ザ
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8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
石
市
字
新
舘
七
ー
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
道
子
さ
ん

　
　
　
積
極
的
に
県
政
へ
参
加
を

　
ヘ
マ
年
か
ら
向
こ
う
二
年
間
、
県
政

の
県
内
全
域
に
わ
た
る
諸
施
策
の
浸

透
状
況
や
推
進
上
に
お
け
る
問
題
点

の
所
在
な
ど
を
収
集
・
報
告
し
県
政

の
推
進
を
図
っ
て
行
く
県
政
モ
ニ
タ

ー
の
一
入
に
、
こ
の
ほ
ど
鈴
木
道
子

さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
．

　
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
た
抱
負
は
？
と

問
う
と
「
錐
し
い
二
と
で
す
が
家
庭

の
主
婦
と
し
’
－
、
、
ま
た
母
親
と
し
で
、

物
価
・
教
育
問
題
に
、
そ
し
で
、
県
民

の
一
入
と
し
て
県
、
市
政
の
問
題
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。
」

と
穏
や
か
な
口
調
な
が
ら
意
欲
は
大

変
な
も
の
．

灘⇒、

認

矯
饗
オ

　
旦
那
さ
ん
の
勤
務
上
、
結
婚
し
て

か
ら
白
石
は
二
回
目
の
転
勤
先
と
か
、

「
白
石
は
昔
な
が
ら
の
城
下
町
風
情

が
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
美
し

い
町
で
す
が
、
活
気
が
な
い
こ
と
と

物
価
が
高
い
の
が
気
に
な
り
ま
す
ネ
。

　
大
企
業
の
誘
致
な
ど
が
あ
れ
ば
も

っ
と
町
の
ム
ー
ド
も
変
わ
る
の
で
は

…
…
。
」
と
さ
っ
そ
く
モ
ニ
タ
ー
と
し

で
、
の
意
見
が
出
る
。

　
モ
ニ
タ
ー
に
な
る
と
き
自
分
に
務

ま
る
か
ど
う
か
、
と
相
当
悩
ん
だ
と

か
。
し
か
し
、
今
は
自
分
の
た
め
に

も
こ
の
機
会
を
利
用
し
一
生
懸
命
勉

強
し
で
、
行
き
た
い
と
い
う

、

　嘉　へ噸V

轟
繭

幽i「の

市内三地点発表

　
地
価
公
示
は
一
般
の
土
地
取
引
価

格
に
村
し
て
正
常
な
価
格
を
お
知
ら

せ
し
て
、
地
価
の
目
安
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
も
の
で
す
。

　
国
土
庁
は
、
一
月
一
日
現
在
の
標

準
地
の
公
示
価
格
を
発
表
し
ま
し
た
．

　
こ
の
価
格
は
、
正
常
価
格
と
よ
ば

れ
る
も
の
で
売
り
手
に
も
買
い
手
に

も
か
た
よ
ら
な
い
適
正
な
価
格
を
表

わ
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
三
地
点
の
f
準
地
一

平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の
公
示
価
格

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
全
国
の
標
準
地
の
公
示
価

格
を
掲
載
し
た
書
面
が
市
役
所
秘
書

企
画
課
〔
土
地
対
策
係
各
五
～
二
一

一
一
内
線
三
二
七
）
に
備
え
て
あ
り

ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

55．1．1現在標準地公示価格

白石，彰尺力・らの足巨離周辺の土地利用の現況変動率

　00

1m3当1）の価格

54．1．155，1・1

季票　　塾筆　　上也　　の　　戸斤　　在三

1．3km一般住宅が多い住宅地域
白石市字中寺前3（励

より選定替

　　　　　　　円

25．71）o白石市字南寺前16～1

1．41、m一般注宅か多い住宅地域6．8

　　　　　　　　　円

17．5“018．7〔．10自石市郡山字花見平22～27

21．lom

中低層の小売店舗が建ち

並．三ぐ商業地域
1
9
㌧

り
0

86．4【．レ08白石市字本町11．14～4

か
し
こ
い消

費
者

冷
蔵
庫
の
掃
除

　
あ
る
調
査
に
よ
る
と
「
わ
が
家
の

冷
蔵
庫
が
清
沼
か
ど
う
か
自
信
あ
り

ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

自
信
が
あ
る
と
答
え
た
主
婦
は
三
十

六
智
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
「
冷
蔵
庫
の
汚
れ
に
つ
い
て
、

他
入
か
ら
指
摘
さ
れ
た
経
験
に
つ
い

て
は
二
十
四
智
の
主
婦
が
「
あ
る
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
庫
内
が
不
潔
だ
っ
た
り
、
食
品
の

貯
蔵
状
態
が
悪
い
と
細
菌
の
増
殖
を

早
め
た
り
、
大
切
な
食
品
を
腐
ら
せ

磯i

佐藤ふき子さん（白石）

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
．
そ
こ
で
今

日
は
冷
蔵
庫
の
掃
除
を
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
冷
蔵
庫
の
掃
除
は
、
面
倒

の
よ
う
で
す
が
慣
れ
て
し
ま
え
ば
大

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
掃
除
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
出
て
来
ま
す
。

○
整
理
整
頓
で
き
る
の
で
庫
内
が
広

　
く
有
効
に
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
入
れ
忘
れ
で
、
い
る
古
い
食
品
が
発

　
見
出
来
ま
す
。

編

　　　　総
　　　醗鷺

変
わ
り
い
り
卵

材
料
　
四
人
分

卵
二
個
、
ハ
ム
う
す
切
り
三
枚

o
庫
・
内
の
悪
臭
が
消
せ
ま
す
。

　
叉
冷
蔵
庵
・
扉
の
『
ヴ
キ
ン
グ
の
汚

れ
は
、
ほ
こ
り
と
カ
ビ
で
す
。
余
り

ひ
ど
く
汚
れ
な
い
う
ち
に
手
ま
め
に

ぬ
る
ま
湯
で
し
ぼ
っ
た
布
で
ふ
い
で
、

手
入
れ
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
汚
れ
の
ひ
ど
い
場
合
は
、
キ

ッ
チ
ン
用
漂
白
剤
の
原
液
を
歯
ブ
ラ

シ
に
つ
け
て
、
ゴ
ム
を
傷
つ
け
な
い

よ
う
に
軽
く
こ
す
る
。
消
毒
用
ア
几

コ
ー
ル
で
ふ
け
ば
き
れ
い
に
な
り
ま

鍵
毒
簿
擁
戸

入
参
（
三
～
五
袖
、
“
）
し
い
た
け
二
個

玉
ね
ぎ
小
一
個
、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

油
大
さ
じ
二
杯
、
塩
小
さ
じ
一
杯
半

砂
糖
少
々
、
化
学
調
味
料
、
コ
シ
ョ

ウ
。　

　
　
作
　
り
　
方

奇
㌧
、
冗
’
年

華i窮
身町　　沸

H
野
菜
は
全
部
五
ミ
リ
の
さ
い
の
目

　
に
切
る

ロ
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
ひ
き
、
か
た

　
い
野
菜
か
ら
順
に
い
た
め
る
。
や

　
わ
ら
か
に
な
っ
た
ら
塩
、
コ
シ
ョ

　
ウ
、
化
学
調
味
料
で
味
つ
け
し

　
（
好
み
に
よ
り
砂
糖
を
入
れ
る
）
卵

　
を
流
し
て
い
り
上
げ
る
。

す
。
キ
ヴ
チ
ン
用
漂
白
剤
を
使
用
し

た
場
合
は
ぬ
る
ま
湯
で
良
く
ふ
き
取

っ
て
お
か
な
い
と
、
ゴ
ム
質
を
痛
め

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
，

　
ま
た
背
面
の
放
熱
器
の
ホ
コ
リ
は

定
期
的
に
落
し
ま
し
ょ
う
．
放
熱
器

に
ホ
コ
リ
が
た
ま
る
と
、
放
熱
効
率

か
わ
る
く
な
り
余
分
な
電
力
を
消
費

し
ま
す
、

石
け
ん
と
合
成
洗
剤
の

　
　
　
　
　
　
上
手
な
見
分
け
方

　
有
機
リ
ン
酸
を
含
む
合
成
洗
剤
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
有
機
リ
ン
酸
を
含
む
合
成
洗
剤
は

河
川
、
湖
沼
、
海
域
な
ど
の
水
域
の
富

栄
養
化
に
ょ
る
赤
潮
発
生
な
ど
の
問

題
を
ひ
き
起
こ
し
て
い
る
と
し
て
、

使
用
取
り
止
め
や
、
規
制
の
要
望
が

出
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
石
け
ん
と

合
成
洗
剤
の
見
分
け
方
を
紹
介
し
ま

す
。　

見
分
け
方
品
質
表
示
で
確
認
を

　
石
け
ん
と
合
成
洗
．
剤
と
で
は
汚
れ

を
と
る
主
成
分
で
あ
る
界
面
活
性
剤

に
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
ま
す
。
石

け
ん
の
界
面
活
性
剤
は
動
、
植
物
の

油
脂
か
ら
つ
く
ら
れ
る
「
脂
肪
酸
塩
」

合
成
洗
剤
の
界
面
活
性
剤
は
主
に
石

油
か
ら
合
成
さ
れ
た
も
の
で
多
く
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
合
成
洗
剤
に
は
最
近
、
無

リ
ン
の
も
の
が
開
発
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
一
般
的
に
は
洗
浄
力
を
高
め

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
ト
リ
ポ

リ
リ
ン
酸
塩
と
呼
ば
れ
る
「
リ
ン
酸

塩
」
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
石
け
ん

と
違
う
点
で
す
。

　
現
在
”
石
け
ん
”
と
名
の
つ
い
た

も
の
に
は
ム
ロ
所
用
石
け
ん
、
洗
た
く

用
石
け
ん
、
洗
た
く
用
複
合
石
け
ん

石
け
ん
系
洗
た
く
剤
と
四
種
頬
ほ
ど

あ
り
脂
肪
酸
塩
の
割
合
な
ど
違
い
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
粒
状
の
へ
・
成
洗
剤

を
．
粉
石
け
ん
“
と
思
っ
て
い
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
。

　
石
け
ん
と
合
成
洗
剤
の
違
い
は
製

品
に
記
さ
れ
た
品
質
表
示
で
見
分
け

る
こ
と
か
大
切
で
す
。

窯
　
ウ
瀞
　
無
・
麹
’
靭
鐵
　
　
．
絶
語

曇
　
　
響
糖
’
‘
豚
’
ド
紮
、

　
r
蟻
．
　
餌
隅
　
　
’
　
・
　
繭

雛
鰍
　
’
膨

　
　
　
　
毬

ゴ〃

、

噛
灘

ヅ㍊
」
糊
鑓
灘

蓉

癬群

　鰐

ピ

二糠

9



”
剛
さ
孝
ぎ
あ
墾
柔

当
で
は
ず
れ
だ
サ

　
む
が
す
（
む
か
し
）
、
む
が
す
、
あ

っ
と
ご
に
、
サ
ル
コ
ど
、
フ
ル
ダ
（
ガ

マ
ガ
エ
ル
〕
が
、
え
だ
ん
だ
ど
。

　
あ
っ
と
ぎ
、
山
の
上
で
、
二
匹
で
、

お
　
　
　
ぼ

落
ず
穂
ば
拾
っ
て
だ
ん
だ
ど
。
ほ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ず
　
　
　
つ

す
て
、
ほ
の
落
ず
穂
で
、
餅
ば
揚
え

で
食
う
ご
と
に
す
た
ん
だ
ど
一

　
ほ
れ
が
ら
、
あ
る
丘
さ
登
っ
て
、

サ
ル
コ
が
、
揚
ぎ
が
だ
、
フ
ル
ヴ
が

あ
え
　
ど

相
取
り
す
で
、
、
「
ペ
ッ
タ
ン
コ
、
ペ
ッ

タ
ン
コ
」
ど
、
餅
ば
揚
え
だ
ん
だ
ど
。

と
こ
ろ
が
す
る
が
す
こ
え
サ
ル
コ
は
、

し
と
り
す
で
、
（
一
人
で
）
食
う
バ
、
ー

ど
思
っ
で
、
「
フ
ル
タ
ど
ん
、
フ
几
ダ

ど
ん
。
一
腹
へ
ら
す
て
（
い
ま
か
ら

腹
を
へ
ら
し
て
）
が
ら
食
わ
ね
ー
か
。

う
す臼

が
ら
み
（
臼
ご
と
）
転
ば
す
で
、
や

っ
で
、
、
早
ぐ
追
え
つ
え
だ
方
が
、
よ

げ
1
食
う
ご
ど
に
す
ね
ー
が
（
し
な

い
か
ご
ど
、
ゆ
っ
た
ん
だ
ど
、
な
ん

ぼ
跳
ね
で
も
、
と
っ
て
も
か
な
わ
ね

ー
ど
思
っ
た
フ
ル
ダ
は
「
お
ら
ー
（
お

れ
は
）
や
ん
だ
〔
い
や
だ
）
．
な
が
え

ぐ
一
仲
良
く
）
、
わ
げ
で
食
う
べ

ど
、
ゆ
っ
で
、
、

り
と
｝
、
臼
さ
、

ど
。

　
　
　
　
　
　
1
」

ぎ
っ
つ
り
（
し
っ
か

す
が
み
づ
え
だ
ん
だ

⑳
菅
野
新

担
］

　
ほ
う
す
て
、
な
ん
ぼ
す
て
も
（
ど

う
し
て
も
）
、
フ
ル
ダ
が
、
聞
か
ね
ー

も
ん
だ
が
ら
、
サ
ル
コ
は
、
ご
っ
し

　
　
　
お
ニ

や
え
で
（
怒
っ
て
）
、
ご
え
ら
（
急
に
）
、

臼
ば
転
ば
す
て
や
っ
た
ん
だ
ど
．
ほ

う
す
て
、
サ
ル
コ
は
、
丸
こ
ぐ
な
っ

で
、
、
は
し
エ
で
〔
走
っ
て
）
行
っ
た

ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
（
そ
れ
で
》
、
フ
ル

　
　
　
ず
　
か
た

ダ
も
、
仕
方
な
ぐ
な
っ
て
、
「
ビ
岬
ク

ン
コ
、
ビ
一
タ
ン
コ
」
ど
追
っ
掛
け

で
っ
た
ん
だ
ど
。

　
　
　
　
　
　
と
　
す
う

　
と
こ
ろ
が
、
途
中
の
木
の
根
っ
二

さ
、
餅
が
、
ど
っ
さ
り
、
引
っ
掛
っ

で
、
だ
ん
だ
ど
、
つ
几
ダ
は
、
「
こ
え
す

（
こ
れ
は
）
は
、
も
う
け
も
ん
だ
」

ど
思
っ
で
、
、
つ
ぎ
っ
イ
」
は
食
え
、
つ

ぎ
っ
で
、
は
食
っ
で
、
だ
ん
だ
ど
。
ほ
ご

さ
へ
そ
こ
へ
）
サ
ル
コ
か
、
息
切
ら

す
で
、
登
っ
て
き
た
ん
だ
ど
。
ほ
う
す

て
、
「
フ
ル
ダ
ど
ん
、
ち
ょ
ぺ
っ
と
で

え
ー
か
ら
〔
よ
い
か
ら
）
、
か
し
エ
で

け
ろ
（
食
わ
せ
で
、
く
れ
）
」
ど
ゆ
っ
た

ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、
フ
ル
ダ
が
「
サ

ル
ど
ん
、
サ
ル
ど
ん
、
サ
ル
ど
ん
は
、

臼
ど
え
っ
し
よ
に
、
は
し
エ
で
（
走

っ
で
、
）
行
っ
た
ん
だ
が
わ
腹
え
っ
ぺ

ー
［
い
っ
ば
い
）
、
・
貞
っ
た
べ
ー
」
レ
』
一
、

ゆ
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、
サ
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
も
ず

が
、
「
臼
の
な
が
に
は
餅
が
へ
ー
っ
て

な
か
っ
た
。
ち
ょ
ぺ
っ
ど
で
え
ー
が

　
　
あ
ず

ら
、
味
こ
め
し
エ
で
け
ろ
（
み
せ
て

く
れ
）
」
ど
何
度
も
何
度
も
頼
ん
だ
ん

だ
ど
。

　
と
こ
ろ
が
、
な
ん
ぽ
頼
ん
で
も
、

う
ん
と
、

フ
ル
ダ
は
「
な
に
ー
っ
、
サ
ル
ど
ん

　
　
　
　
も
す

は
、
臼
の
餅
ば
、
う
ん
と
食
っ
た
ん

だ
べ
ー
」
ど
、
ゆ
っ
て
、
聞
か
ね
ー

ん
だ
ど
．
ほ
ん
で
、
今
度
は
、
サ
ル

コ
の
ほ
う
が
、
ご
っ
し
ゃ
え
で
す
ま

っ
て
（
怒
っ
て
し
ま
っ
て
）
マ
ル
ダ

　
し
え
な
か
　
　
　
　
　
つ
め

の
背
中
ば
、
爪
で
、
が
り
か
り
、
引

っ
か
え
だ
ん
だ
ど
。
ほ
れ
が
ら
っ
つ

ー
も
の
は
〔
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の

は
）
、
ほ
の
爪
の
あ
ど
で
、
フ
ル
ダ
の

背
中
が
、
え
ぼ
〔
い
ぽ
〕
の
よ
う
に
、

に
、
ボ
ズ
ボ
ズ
に
な
っ
で
、
す
ま
っ
た

ん
だ
ど
「
、

融

ご
っ
し
ゃ
え
だ
（
怒
っ
た
）
た
げ
で
（
付
け
て
）

■9

ワ

梅

　
む
が
す
、
む
が
す
、
あ
っ
と
ご
ろ
に
、

し
し
ゃ
ん
め
（
白
梅
劃
昔
の
上
等
な
刻

み
タ
バ
ヨ
ば
売
っ
て
歩
え
で
だ
男
が
、

え
だ
ん
だ
ど
。
体
ず
ー
（
じ
ゅ
う
）
、

シ
シ
ャ
ミ
（
シ
ラ
ミ
）
ば
、
え
っ
ぺ
ー

　
　
　
　
　
　
　
、
「
し
し
ゃ
ん
め

ー
ッ
、
し
し
ゃ
ん
め
ー
ッ
」
ど
、
お
っ

き
な
声
で
触
れ
で
歩
え
で
だ
ん
だ
ど
。

　
あ
る
日
の
ご
ど
。
え
ず
も
の
よ
う

に
、
触
れ
で
歩
え
で
だ
っ
け
エ
（
歩
い

て
い
た
ら
）
、
背
中
が
、
が
ま
ん
で
じ
ね

ー
ぐ
れ
ー
（
で
き
な
い
ぐ
ら
い
）
、
か

ゆ
ぐ
な
っ
て
き
た
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
」
〔
そ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
じ
や

れ
で
）
、
そ
こ
っ
と
（
こ
2
て
り
）
、
空
屋

さ
へ
ー
っ
て
、
ま
っ
ぱ
だ
が
へ
真
裸
）
に

な
っ
て
、
シ
シ
ャ
ミ
取
り
す
た
ん
だ

ど
。
ほ
れ
が
ら
は
、
シ
シ
ャ
ミ
の
ご

ど
ば
か
り
気
に
な
っ
で
、
、
「
シ
ャ
ミ
ー

　
　
シ
シ
ャ
・
・
、
ー
り
」
　
レ
」
、
　
触
れ
で

歩
え
で
だ
ん
だ
ど
。
あ
る
男
力
「
シ

シ
ャ
ミ
け
ら
え
ん
〔
く
だ
さ
い
）
」
ど

ゆ
っ
た
ん
だ
ど
、
、
ほ
う
す
た
ら
、
し
し

ゃ
ん
め
〔
白
梅
）
売
り
は
、
ハ
ヴ
と
思

て
、
「
シ
シ
ャ
ミ
は
、
売
れ
切
り
ま
す

た
。
ノ
ミ
〔
飲
み
）
の
え
ー
（
よ
い
）

タ
バ
コ
か
あ
っ
か
ら
、
買
っ
て
け
ら

え
ん
（
く
だ
さ
い
）
」
ど
ゆ
っ
で
、
、
し
し

ゃ
ん
め
ば
出
す
た
ん
だ
ど
．
こ
ん
で
、

お
す
め
ー
。
手
ヤ
ン
チ
ャ
ン
．

なみ

のん

図

書

館

ギ
ネ
7
、
プ
，
ヶ
　
別
年
度
版

　
　
　
　
’
リ
フ
、
・
マ
フ
ワ
ー
ン
…

禅
問
答
一
く
、
門
　
　
　
　
村
瀬
　
玄
妙

羽
仁
之
リ
レ
；
ナ
雀
臼
権
『
集
　
　
ノ
、
王
一
｝
十
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
］
一
一
も
レ
ニ
r

古
文
書
’
、
ゐ
招
侍
　
応
用
．
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
　
　
篤

、
目
本
魁
物
語
　
　
　
　
駒
　
　
敏
郎

生
依
解
剖
　
九
州
大
．
宇
医
学
部
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
上
坂
　
冬
デ

ー
良
一
、
る
　
　
　
　
　
　
大
島
　
潜
外

『
壕
と
姑
か
窒
、
一
，
た
　
　
衆
地
　
　
実

．
化
一
申
乞
・
ら
い
キ
一
な
－
＼
す
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
米
山
　
正
信

一
た
た
L
い
冶
庵
あ
や
し
い
冶
腰

　
　
　
　
　
　
　
　
砂
原
　
　
茂

”
前
例
か
な
い
か
ら
や
っ
で
、
み
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
糸
旧
　
其
キ
、

、
美
」
く
や
せ
る
お
へ
，
窒
甲
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
主
婦
乃
友
仕

子
ど
も
か
よ
ろ
二
ふ

　
　
　
　
　
　
薩
一
び
の
い
フ
つ
い
7
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
か
こ
さ
と
し

和
氏
一
ち
き
り
松
　
　
巾
野
　
は
る

1
門
国
起
ン
リ
ー
フ
、
　
全
四
十
】
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
　
　
『
欄

毛
・
り
か
獄
止
日
咄
　
　
　
　
　
占
女
野
　
　
巾
兀
雄

N
H
K
祈
ア
＋
ウ
㌧
ら
，
読
挙

　
　
　
　
　
　
　
目
本
放
壱
協
一
ノ
ジ

ト
一
フ
艦
ヘ
ユ
「
ワ
ト
一
7
艶
｛
ユ
一
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
村
　
季
弘

こ
ん
な
女
と
洋
ら
し
〆
、
獄
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
高
僑
三
干
禍

男
ヒ
女
η
ち
い
だ
に
は
上
・
F

　
　
　
　
　
　
　
　
丘
木
　
寛
之

男
．
＋
ゐ
仁
隈
　
　
　
　
城
山
三
郎

モ
ン
う
、
ー
フ
ヘ
ー
ト
ゐ
い
る
町

　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
禮
子

依
田
勉
三
の
セ
乱
　
　
怯
山
　
善
三

他
’
．
り
皿
　
　
　
　
　
些
」
ひ
さ
し

．
F
刊
依
と
そ
ハ
去
た
ち
　
三
南
俊
．
r

　
　
・
L
「
レ
一
’
ン
η
仁

お
は
な
し
ゆ
う
え
ん
ち
　
へ
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
太
．
r
出
版
祉

猫
ヒ
犠
乃
お
は
な
㌧
　
な
か
え
t
し
お

に
ほ
ん
こ
　
　
　
　
へ
女
野
　
荒
堆

ア
ー
廿
1
ー
～
コ
「
か
か
ー
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ロ
リ
ー

お
か
ち
き
生
ゐ
t
室
臼
k
風
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
・
…
旧
　
康
男

ノ0

侮

な
ん
で
も
鮒
ろ
う

　｝　

岡
崎
　
稔

　
　
　
（
白
石
）

『
そ
ば
ち
よ
く
』
の
話

「
美
術
品
と
い
う
と
、
寺
院
伝
来
品
、

上
流
階
級
の
茶
道
具
、
大
準
家
の
絵

画
や
刀
則
な
ど
を
連
想
さ
れ
勝
ち
で

す
が
、
八
中
略
〉
、
ど
ん
な
山
村
、
漁

村
、
商
家
に
も
あ
っ
で
、
、
急
速
に
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
民
具
が
「
そ
ば
ち
ょ
く
」

で
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
は
昔
、
庶

民
の
使
っ
た
飲
食
椎
器
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
千
変
万
化
の
美

し
さ
は
、
ど
ん
な
美
術
品
に
も
負
け

ま
せ
ん
。
桃
山
時
代
、
美
濃
の
国
で
、

つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、
江
戸
に
入
り
、

伊
万
里
の
陶
工
が
腕
を
競
っ
て
、
つ

く
る
よ
う
に
な
り
、
百
花
瞭
乱
の
舞

隷麟磯

糠
鎌
駆
譜

白
と
化
し
ま
し
た
。
…
…

へ
後
略
一
、

　
少
し
引
用
が
長
く
な
り
ま
し
た
が

こ
れ
は
、
七
年
前
、
菅
野
新
一
、
吉

田
有
一
両
氏
を
中
心
と
し
で
、
、
東
北

最
初
の
7
て
ば
ち
ょ
く
展
」
を
開
催

し
た
と
き
の
趣
音
画
書
の
一
部
で
す
が

そ
の
後
、
全
国
に
「
そ
ば
ち
ょ
く
」

ブ
ー
ム
が
到
来
し
て
、
主
催
し
た
我

マ
が
、
む
し
ろ
、
ぴ
っ
く
り
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
文
献
の
発
見
や
、
研
究

が
進
み
、
必
ず
し
も
、
庶
民
ば
か
り

で
な
／
＼
か
な
り
上
流
の
食
膳
に
も

用
い
ら
れ
た
柿
右
エ
門
作
の
豪
華
絢

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

朋
た
．
る
も
、
凸
．
た
．
昌
「
心
穂
ゐ
な
か

か
ら
、
能
答
山
焼
、
卓
焼
な
ど
も
発

見
さ
れ
ま
し
た
．
そ
．
れ
f
、
も
、
我
り
．

か
子
ー
マ
と
し
た
「
用
の
譲
、
」
は
、

や
は
り
、
庶
民
の
使
用
し
た
も
の
町

中
に
あ
り
ま
し
た
．
深
沈
た
る
抽
象

の
世
界
や
、
樫
と
風
流
の
世
界
が
、

躍
動
し
で
、
お
り
ま
し
た
，

　
さ
て
，
日
餐
に
は
「
そ
ば
ち
ょ
く
一

だ
け
の
博
物
館
が
あ
り
ま
せ
ん
．
麺
の

町
「
自
百
」
か
、
後
階
に
の
二
す
収

集
の
テ
ー
マ
と
し
で
、
は
、
ひ
っ
た

り
で
す
、

　
民
仲
、
ム
品
や
民
俗
資
料
は
、
完
翁
に

ち
か
い
収
集
を
し
た
施
設
が
、
念
国

亥

俳
壇

歌

に
は
掃
い
で
、
捨
て
る
ほ
ど
あ
り
支
す
、

頚
凸
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
k
し
で
、

争
口
的
，
テ
ー
マ
し
一
し
1
㌧
、
白
百
に
欲

し
い
施
設
み
．
つ
で
、
す
、
中
僑
彰
κ

と
佐
片
・
仁
敏
L
、
の
両
氏
が
調
渥
を
進

め
で
、
い
る
臼
百
焼
な
ビ
か
允
見
さ
れ

た
ら
、
卍
に
努
倒
す
r
、
多
・
、
大
発
見
と

な
っ
で
、
、
匠
L
、
騒
然
た
る
話
題
と

な
る
こ
と
受
け
缶
い
で
す
か
…
…

「
そ
ば
ち
ょ
、
－
け
は
、
ビ
ん
な
家
に

も
、
　
｝
つ
や
二
つ
は
あ
る
は
す
r
、
す
、
、

周
辺
を
見
な
お
し
で
、
．
ト
さ
い
、

意
め
「
い
て
春
の
証
し
の
蕗
の
墓

春
め
い
て
花
を
話
題
の
女
客

釜
房
に
ワ
カ
サ
ギ
お
ど
る
春
の
雪

歯
科
医
院
臨
時
休
診
春
の
雨

春
一
番
雲
の
流
れ
の
迅
か
り
し

三
月
や
添
寝
す
る
子
の
息
し
づ
か

雪
ふ
る
や
南
天
の
赤
鮮
や
か
に

老
い
わ
れ
の
犬
と
た
は
む
れ
雪
の
朝

吊
僑
の
岩
根
岩
根
に
す
み
れ
咲
く

夜
も
す
が
ら
瀬
音
の
高
き
雪
解
川

春
立
ち
て
小
川
の
崖
に
芹
ゆ
ら
ぐ

音
も
せ
ず
庭
土
ぬ
ら
す
春
の
雨

雪
と
け
て
福
寿
草
に
も
日
射
し
あ
り

啓
蟄
や
音
な
く
濡
ら
す
昼
の
雨

鈴
木
貞
二
選

遠
藤
　
省
一
二

古
同
橋
和
歌
子

佐
藤
　
善
夫

山
次
　
　
身
ご
く

青
木
　
良
子

鈴
木
　
民
子

大
浦
き
よ
子

大
浦
　
　
雅

三
浦
　
愛
嶺

半
沢
も
り
え

高
橋
久
美
子

阿
部
み
さ
子

渡
辺
　
き
よ

古
同
橋
千
代
子

董
き
垂
y
き
き
｝
多
メ

壇

ひ
さ
ぴ
さ
に
素
手
に
て
キ
ャ
ベ
ツ
植
え
し
夜
は
さ
さ

く
れ
だ
ち
し
指
ほ
て
る
な
り
　
　
　
山
吹
　
さ
く

連
休
に
帰
る
あ
て
な
き
子
を
待
ち
て
冬
日
射
す
縁
に

布
団
な
ら
べ
干
す
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

省
エ
ネ
の
波
山
里
に
も
寄
す
る
ら
む
炭
焼
く
煙
か
与

日
も
棚
引
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
浜

残
雪
の
丘
を
廻
り
て
見
つ
け
た
る
摘
む
に
は
惜
し
き

蕗
の
蔓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

勤
め
も
つ
伜
夫
婦
の
出
で
行
け
ば
職
退
き
し
妻
と
し

ば
し
茶
を
汲
む
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

亡
き
夫
の
愛
で
し
バ
ラ
に
も
春
は
来
ぬ
ほ
の
赤
き
芽

は
日
ま
し
ふ
く
ら
む
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

揺
る
が
す
が
如
く
に
荒
れ
る
春
の
風
椋
欄
の
葉
先
を

ふ
る
わ
せ
て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
高
僑
久
美
子

朝
日
射
す
窓
に
小
鳥
の
声
は
ず
む
早
く
起
き
よ
と
わ

れ
を
呼
ぷ
ら
し
　
　
　
．
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

寒
風
に
ざ
わ
め
く
葦
の
川
辺
に
も
春
の
兆
し
の
猫
柳

見
ゆ

川1

股

兵
　
三
　
選

垣
根
越
し
に
飛
べ
ば
指
立
て
ト
ン
ボ
待
つ
孫
の
仕
草

を
な
つ
か
し
み
見
つ
　
　
　
　
　
　
大
友
　
正
三

冬
枯
れ
の
日
射
し
を
浴
び
て
小
鳥
ら
が
草
の
上
に
で
、

嬉
マ
と
た
わ
む
る
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
き
よ

飼
い
慣
れ
し
，
～
・
’
コ
は
愛
し
夜
く
れ
ぱ
顔
を
．
つ
づ
め

て
ま
る
く
寝
ね
を
リ
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

一
二
一
ロ
ノ
ソ
の
ト
ラ
ン
ペ
，
ト
の
響
き
胸
に
残
り
心

和
み
て
夜
の
街
帰
る
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子

ひ
な
ま
つ
り
の
夕
べ
湯
舟
に
桃
花
を
浮
せ
す
く
え
ば

春
淡
く
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
内
　
矩
子

竹
薮
の
裾
を
流
る
る
沢
端
の
承
面
に
俸
の
光
き
ら
め

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　

か
つ

雪
国
に
ひ
と
り
住
む
子
を
思
ひ
つ
つ
雪
降
り
し
き
る

空
を
み
て
居
り
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

茶
を
の
み
て
憩
ふ
ひ
と
と
き
庭
先
の
ツ
ワ
プ
キ
の
花

は
冬
陽
う
け
を
り
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

白
鳥
は
す
で
に
帰
リ
て
鴨
の
み
が
柳
芽
吹
き
し
岸
辺

琳勤鰯励琳

鉾欝

多肇

縞
麺
葬
鉦
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黙
㌶
鋤
▽
徳
榛
・
－

毅
▽
鉱
駆
難
韓
欄
舗

ブ
白
石
市
役
所
建
設
課
ー
わ
し
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
智
五
i
二
一
一
内
線
二
四
〇
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
一
へ
。

　
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
宮
城
県

沖
大
地
震
。
と
く
に
ブ
ロ
ッ

お
忘
れ
な
＜

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

　
児
童
手
当
は
、
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
を
含
む
、
十
八
歳
未
満
の
．
＋

供
三
入
以
上
を
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
、
．
し
か
し
、
支
“
要

件
該
当
者
で
ち
っ
て
も
手
続
き
を
し

な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
、
．

○
現
況
届
を

　
児
童
手
当
を
引
き
続
い
て
受
給
さ

れ
る
た
め
に
、
毎
年
一
回
現
況
届
を

出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
｝
年

は
左
記
の
日
程
に
よ
り
斉
地
区
に
お

い
て
受
付
い
た
し
ま
す
、
こ
ゐ
現
況

届
を
出
さ
な
い
場
へ
・
、
次
の
芝
払
分

よ
り
児
竜
毛
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
御
注
蹴
忌
、
卜
卦
ご
い
、
．
へ
現
況

届
は
、
該
当
爵
に
通
知
い
た
し
ま

す
、
．
）

　
児
童
手
当
は
、
六
月
、
十
月
、
二

月
の
三
回
に
四
ヶ
月
分
ま
と
め
て
支

払
い
ま
す
。
六
月
は
支
払
い
月
で
す
。

二
月
か
ら
五
月
分
ま
で
の
四
ヵ
月
分

を
自
動
振
込
み
で
支
払
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
（
台

五
－
二
一
一
一
内
線
一
一
一
＝
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
、

二
、

三
、

四
、

通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

印
鑑

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証

預
金
通
帳

ノ2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
塀
等

は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
　
県
の
補
助
要
綱
に
基
づ
き
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
防
止
除
去
事
業
補

助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
，

　
こ
れ
は
ス
ク
ー
几
ゾ
ー
ン
や
通
学

路
に
面
し
た
ブ
ロ
リ
タ
塀
で
、
地
震

に
よ
る
被
害
を
受
け
た
も
の
、
建
築

基
準
に
合
致
し
て
い
な
い
も
の
な
ど

で
、
倒
壊
防
止
及
び
除
去
工
事
に
補

助
金
を
出
す
と
い
う
も
の
で
す
。
三

ヵ
年
計
画
で
行
う
も
の
で
す
が
ヘ
マ
年

度
は
五
件
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
．

工
事
資
金
補
助

工
事
資
金
融
資

　
　
　
　
（
災
害
復
興
住
宅
資
金
）

▽
融
資
を
受
け
ら
れ
る
方

　
宮
城
県
沖
地
震
に
よ
リ
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
に
被
害
を
受
け
た
た
め
に
、

安
全
な
塀
な
ど
を
つ
く
り
直
す
方
、

▽
融
資
額

　
十
万
円
か
ら
三
百
十
万
円
ま
で
。

▽
利
率
と
返
済
期
間

　
年
五
・
〇
五
％
で
十
年
以
内
（
変

更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

▽
申
込
受
付
期
限
及
び
場
所

　
昭
和
五
十
五
年
六
月
十
一
日
ま
で

住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店

表程日

所場間時月日区政行地区名

｛
昌

ヂ
さ民公可越9　：30～15：ulI6月3H区全越河

蔚IIIユぐ民館6月4EI蔚　II

たF公民館9：3〔ト11：G〔】6月5日1ド尺

起鷹沢公民館9　：3‘）一l　r～：oU6月60
”∫禰沢

HII獣民館’6月9日’白　”

’賭㌧公民館’・3月川1「
r県

占
R
［

き民．公岡”
U

おg：O｛．，　15：00
1”11川

竜L、滝下、ヨ．住、蔵

不．忘、川1京∫『・1旗く全区

測
歳

福6月12日『三住、II馴』、下忘、川lllI、f

福岡

rlJ役所r眠課9：0U～15：0（〕1～月1、田

6月1611

竜L、滝ド
南1恥、田田∫、イ・こllr』、rト

長岡F、1〔∫里腿rf、災り～1

辛斥田1、1周益1朔、［い益

畦〔益1崎I

I量i’k小路、　　”1』、1

｝こ洲11、　｛三12

下郷一1、耶　渠l

lIlIII、ノトト4↑

r韻
1

白

自　fI

講寮寅×会

お誘い合わせて

文化財講演会

　教育委貝会季．催による第！

回［「・ア度fL財講演会を『刑借1し

ます

ト日lr、予5月21U（・ド戸Fl菱1【1～宇

　　　　31ド’｝・

L＞♪場戸斤　　1匠1受li斤4F皆入こ会、議二皇

「、）軍一偉自r巨　ll∫I ヒ1踊さ、し奮目西1～沼刀
口

口
貝
、

夫ズ

さ
L
ヒ

桶
完

更
、
育

1、’1こ　「r昭地ノ∫における

　　　　1封1豊とiJ、1直の歴史」

なお、　11蒜酵“二㌦1亡 立二ち、Il央巨珂

Fiナ場田f」をLI｛央します

皆さ，売ふるってご兼聴下さ1、・

　
　
　
　
』
丁

　
　
　
　
像
．
ぜ

家化講演会

　白石’商工会議所では次の日

程により講演会を開催いたし

ますのでぜひこ出席下さい。

／＞日　 li寺　5月15日　13巨寺～15H寺

〉場　所　白石商工会議所

［＞言黄　　自而　　日‡こ交並亘公1土東∫1ヒ

　　　　営業部艮

　　　　　山本重臣氏

〉演　題　「新斡線開通で白

　　　　石はどう変るか」

＞日時5月21日13時～15時

〉場　所　白石’商工会議所

レ講　師　NHK解説委員

　　　　広瀬嘉央氏

〉演題「日本経済の晦くえ」

○実施日　5月14日～6月4日
　　　　　　までの毎週水曜日（4回

2．染色から小物作りまで

・⊃騨集八、貝　15名

○ず、起施日　6月11日～6月25日

　　　　　　までの毎週水曜日13回）

卜申込、み〆切　5月10日

〉Il寺　　　　　間　　1｛珊寺～1211寺

［＞・受　，r持　料・　、無判P

　翠（材1費’起費はf［占1へ負イ区、　くわし

くは働く婦べの家奮5－5095

　　機能集団会員募集
　辰尋、を知っているへも、知らな

いへも、農柔を通していろんな二

とを号え活動してみましょう

　rげ1市農村占少年機能集団では

新規会貝を療集しています、

　申し込み、お問い含せは市役所

農林課内事務局1暦5－2U1内線

22鎖　まで、

　ユ～スホステル会員募集
　市教育委買会r勺・にユース・ホス

テノし天会申込所がちりますのでご

利用下さい

　ユース・ホステ1しは、会員規則

を守れる満4歳以上．の入なら、だ

れでも会員になれます．

　くわしくは、市教育委員会仕会

教育課費5－2111　内線411へお

問合せ下さい．、

　　県営住宅入居者募集

　県営住宅の入居者を募集いたし

ます，

　住宅の概要

レ1主宅名白石市寿山

　白石市緑テ丘二丁目1～6・7

レ募集戸数　10戸

〉家　　買　1万1干百円～1万3干円

［〉構造型式　中層耐火5階建

〉受付期間　昭和55年5目15日～

　　　　　　5月26日まで

〉受付場所　白石市役所建設課

〉申込用紙　5月15日から市没所

　　　　　　建設課で配布します

集募

　　　　雨、蔵．王山開き

　新糸乗と花の南蔵E山1粥きの会翼

を募集しています’．

卜日　時　5月17H～5旧8［］
　白百蟹こ自1∫鑑見ソ己「案三1勺戸斤1狗ノfイ憂41巧

N
マ

ム
ー

・
冨
p
F
、

縁■
～

ノ
ン0り

甲

卜募集八、貝　ドlff1亮211名

卜糸卜　　費　 41・5ドゴ円

卜携行品lr倶、小廷う、振1
卜申込、救　 51』1｛耳｛まて滝義費を

　添えて駅前観㌧光案内所へ

睡

幽諺
。

轡
、
7
轟
、

　　バレーホールの会員募集

　ママさんバレーゐ会員を募集い

たします，美容と健康、親睦を趣

旨としておりますゐて』なたても

気軽にご参加下さい、

＞資　格　既婚者であれば年含不問

1〉純習日　毎週火・金曜日〔午后

　　　　　7時～1

〉場　所　白石中学校体育館

じ〉連絡先　白石市教育委員会仕会

　教育課費5－2111内線411また

　は岡敬子岱5－8146まで

　　　手　芸　教　室

　働く婦八の家では手芸教室受講

生を募集しています，お友達お誘

いの上申込み下さい，

1．改良ガウン製作

○募集入員15名

〆3



、お』し

税の窓口
　　主婦のパー築ζ税t
　最近は、パートで働く主婦が多

くなっていますが、主婦のパート

収入も金額によっては御主ノkの税

金に影響があったり、主婦自身に

も税金がかかったりすることを御

存じですか。

　例えば、通常夫が妻を扶養して

いる場合、夫の所得から配偶者控

除（29万円）が受けられますが主婦

のパート収入が年収70万円（月平

均約5万8千3百円）を超えると

この配偶者控除が受けられなくな

ります。

　また、主婦のパート収入がもっ

と多くなりますと、配偶者控除を

受けられなくなるだけでなく、主

婦自身のパート収入にも税金がか

かることになります。

　パート収入と所得税の関係をま

とめると次の表のようになります。

・

り

七
〇
万
円
以
下

板せ
、

でに必ず手続きをしてください，

　なお不明な点がありましたら大

河原県税事務所課税課までおたず

ねください．費02245～3～3111

内線4～5

有害鳥獣対策

　農林水産物に対し鳥獣の被害を

受けて困っている時は、知事の許

可を受けて駆除することができま

す。その場合駆除する5日前まで

に、有害鳥獣対策協議会（会長白

石市長）を経て手続きをしなけれ

ばなりません。

　詳しくは、市農林課林務係（管

5－2111内線223）までおたずね

下さい。

七
〇
万
円
超

七
九
万
円
以
下

国民年金

七
九
万
円
超

毒
ら
れ
な
い

か
か
る

受
け
ら
れ
な
い

か
か
ら
な
い

受
け
ら
れ
る

か
か
ら
な
い

ト
の
年
収

夫
の
所
得
か

ら
配
偶
蓄
控

除
が

パ
ー
ト
収
入

に
所
得
税
が

自動菓税の納期は5月末臼まで

　本年度の自動車税は5月31日が

納期限となっていますので、お忘

れなく納期内に納入して下さい。

　なお納税通知書は5月15日に郵

送します。

　　自動車税の免除蓼講

　身体に障害があるために自動車

税の免除を受けられる方は、毎年

4月1日から5月24日まで免除
申請書の提出が必要なので期限ま

〆5

　国民年金の保険料は免除されま

す。国民年金の保険料は、1ヵ月

三千七百七十円ですが、失業して

いたり収入が少たいなどのため、

保険料を納めることが因難な方の

ために保険料が免除される制度が

あ1）ます。

　保険料が免除されると、老齢年

金は、免除をうけた期間だけ三分

の一に減りますが、障害年金など

他の年金は、納めた方と同じよう

に受けることができますので「納

められない」といって滞納せず免

除を受けましょう。

　なお、免除をうけた期問で10年

以内の分は、旧料金でさかのぼっ

て納めることができ、納めれば、

免除をうけずに納めた場合と同じ

老齢年金が受けられます。

　くわしくは市役所市民課国民年

金係留5－2111内線133

福祉・衛生
　　　 と煮（写　　 ㍗’ン．

　戦没者遺族の方で次に該当する

方は特別弔慰金として20万円（10

年償還国債1が支給されますが、

昭和55年9月30日までに請求手続

をしないと時効になります。

1．昭和6年9月18日から昭和12年

　7月6日（満州事変以後日華事

　変前）までの戦没者の遺族で、

　昭和50年4月1日において、同

　一戦没者に関し、公務扶助料、

　遺族年金等を受給している方が

　いない場合

2．昭和50年4月1日において特別

　弔慰金支給法に規定する戦没者

　の二親等内の親族がない場含に

　おける、戦没者死亡当時の三親

　等内の親族（死亡した者の死亡

　当時まで引き続き1年以上生計

　同一にあった者に限る）の方。

　以上について請求手続などくわ

しいことは市社会福祉事務所に問

い合せください。智5－2111内線
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　再1尋旨／1、、’恢、守

　重度の身体障害者（1級・2級）

で身体障害者手帳をお持ちの満6

歳以上の方一人にっき20枚
差し上げます。ご希望の方は手帳

を持参の上各郵便局に申し出くだ

さい。

　なお、本人に代って代理人の方

の申し出でも、また郵便による申

し出でも結構です。

　郵便による場合は、本人の手帳

番号、級別、住所又は氏名及び生

年月日を記入の上、押印して申し

出ください

1＞受付期間　昭看055年5月31日ま

　　　　　　で

〉申出用紙　郵便局、福祉事務所

　　　　　　に備えてあります．

　刈田病院耳鼻科診療充実

　刈田病院では耳鼻咽喉科常勤の

医師は長い間空席になっておりま

したが、今・般医学博士山田公彦先

生が科長として就任し、毎日診療

することになりましたのでお知ら

せします。

　なお東北大学医学部より派遺さ

れる耳鼻科の先生は従来通りであ

1アますのでお知らせいたします，

　春の伝染病予防と害虫駆除のた

め下記の日程で全市一斉消毒を実

施いたします。

　注意事項

（1）火気のあるところでは使用しな

　いこと。

　　日　程　表

消膏
（2）食器、飼料、おもちゃ等に直接

　力ぜナないこと。

（3）消毒に従事される方は必ず「マ

　スク」を用いること。

（4）作業終了後は石ケン水で顔、手

　足等をよく洗うこと。

　三種混合定期予防接種
　ジフテリア、百日咳、破傷風（三

種1昆台・）7）定期予F方才妾孝重（第1期1

2回目を行います。

　この予防ホ妾手重は予防才妾季重法1こ基

づいて実施するジツテリア・百日

咳と保護者の不安か著しい破傷風

の予防接種を同時に行うものです

　漁　鷺、　、二［臼難撚1
　　　　　　　　　マず・『　　r　　「噸、，v

霜秘、し・響

L期　日＝5月16日1斜

2．場所と時間＝白石市健康センター

　　　13日寺3り分～140寺00・分

3，料　金＝無料

4，接種するお子さん

　昭和52年10月1日～昭和53年3月

　31日までグ）出生者

5・その他　r1）問診書は必ず記載し

　て当日持参して下さい。（2）母子

　手帳も持参して下さい．（3）身体

　に異常がある場合、接種前にか

か1）つけの医師の診断をうける

などの処置をとって下さい。（4）

当日接種できなかったお子さん

は予備日（昭和55年7月11日）

に接種して下さい。

月日

5．ll

12

13

14

15

16

17

18

19

20

59臼

羽
偉

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

日

地　区

白　石

岡面
田

〃

〃

小　原

斉　川

越　河

白　石

大　平

大鷹沢

白　川

実 施 区 別

南町、田町、本町、中町、長町、亘理町、新町、

短ヶ町、西益岡、中益岡、東益岡、尾べら、滝下、沖区

滝上、上原，鎌先、弥治郎、大網、芹沢、八宮

南区、西区上、西区下、山根、下原、山ノ下

沼、川原子、不忘，蔵王、三住

全 区

全 区

全 区

清水小路、寿町、柳町、本郷1、本郷2、本郷3

本郷4、鷹ノ巣、郡山、上郡山、小下倉

全 区

全 区

全 区　　福岡東区、北区

ノ4



体目急患当番匪
分
＼

略＼
日

3

4

5

11

18

5ウ
一

土

日

月

日

日

日

内　科

広瀬医院
（5）0238

なヤ
巴　　　”

（5）2410

加藤（司〃

（5）2001

引地　〃
（5）2036

柿崎　〃
（5）2210

亘理　〃
（5）8501

外　科

銭谷医院
15）2010

刈田病院
（5）2145

宮城医院
（5）2062

加藤㈹〃
（5）4701

堤　　〃
（5）1181

刈田病院
（5）2　1　4　5

都含により変更になる場合もあります。

　　鷺磐擁馨’

霧難「、　伽

　　　傭癒，

　　　　　　　　　　　　　わ

　曹野誠ちゃん　　　　（半沢季敷西92の5）瀞

ママからひと」と
ぞ叢蟹るい子供に育つ家

　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　　ア

　　　　なみ
　橋本七海ちゃん
　　　　（寺屋敷前25の12）

ママからひとこと

“とにかく元気で丈夫な子

供に育って欲しいですネ”

イ
ド
ル

定 例 相 談
相談区分

入権相談

行政相談

税　矛努　†目　言炎

社会保険相談

生活相談

青少年相談

消費生活相談

高　齢　者

職業紹か

補聴器巡回

サービ　ス

相　　談 日

15

15

15

15

6

15

26

15

毎週月・火・木・金

15

毎週水・木・金

6 20

15 29

寺H 間

10：00～15：00

10：00～15＝1）0

10：00～！6：〔）0

9：30～15：00

1（1：1）0～121けり

1り：oo～15：01－｝

9：0U～17：1｝〔）

10：〔）ζ冒レ～15：00

9：〔）O～16：1、ll）

10＝0（）～14：｛）0

13：00～14：〔）0

場 所

白　石　市　役所

2階相談室
全 上

白　石市　役所

1階市民相談室

白　石　市　役所

3階相談室
白　石市　没所

2階相談室
所
階
一

　
タ

投
ン

　
セ

市
談

　
相

石
年

　
少

白
4
青

白　石市　役所
1　　　　　　階
消費生活相談室

白　石市　役所

白　石市　役所

内 容

結婚、離婚、遺産相続、借地
借家、雇傭、差別待遇、強制
圧迫、私的制裁　その他

役所、公社、公団、公庫など
の仕事について不満なことや
希望すること

税金に関すること

健康保険、船員保険、厚生年

金など

日常生活上の困りごと

勉強のしかたや悩み等学習に
関すること、非行又はその恐れ

のある青少年の問題や悩み等

買物苦情や消費生活一般

60歳以上の方の職業斡旋

補聴器の修理、調整など

／6


